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会社概要 ｜ コーポレートメッセージ・企業理念

私たちは、人々が「安心して働ける環境」と

企業の「活力ある個と組織」をみなさまと共に創り出します

MISSION

当社グループは、企業理念を「私たちは、人々が『安心して働ける環境』と企業の『活力ある個と組織』を
皆様と共に創り出します。」と定め、コーポレートメッセージとして掲げる「企業に未来基準の元気を！」
の下、企業と働く人々を取り巻く様々なリスクや課題に対処するための解決策の提供と企業の健康経営推進
への取り組みを支援してまいります。
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会社概要 ｜ 当社の事業を通じて目指すこと

企業価値の向上

精神

社会身体

従業員の

ウェルビーイング

個と組織に

成果をもたらす

・健康度の向上

・良好な人間関係

・創造性の促進

・エンゲージメント向上

・高い生産性/自発性の向上

・離職率の低下

・ポジティブな感情

・仕事/会社への高い満足度

・良好なメンタル/フィジカル

・安心して働ける環境

従業員のウェルビーイング実現（＝身体的、精神的、社会的に満たされた状態）を支援し、

企業価値の向上につなげます。

ウェルビーイングな状態

期待できる成果一例
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【ご参考】「従業員のウェルビーイング」と「仕事のパフォーマンス」には相関あり

当社顧客企業 272 社、28.8 万人のデータより、

ウェルビーイング偏差値 が高い企業ほど、仕事のパフォーマンスが高い傾向が明らかに。（相関係数0.59)

※指標によってはデータのない企業もあるため、その場合は利用できる指標のみで平均
※相関係数は、-1から1の間の値をとり、絶対値が1に近いほど相関が強く、逆に0に近くなると相関が弱いという解釈。0.1以上が「小」、0.3以上が「中」、0.5以上が「大」の相関関係があるといえる。

精神

社会

身体

・ストレス反応(精神症状)

・ワークエンゲージメント

・満足度(仕事・家庭生活)

・ソーシャル・キャピタル

・精神的安定

・エンプロイーエンゲージメント

・生活習慣

・ストレス反応(身体症状)

ウェルビーイング偏差値の構成要素

総合ウェルビーイング偏差値

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

※

Ｈ
Ｐ
Ｑ

詳細は
当社HPを
チェック
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【実績】「健康経営銘柄」の 約45%、「ホワイト500」認定法人の４社に１社が当社サービスを利用

大手企業を含む2,950社もの様々な企業に導入実績をもち、健康経営銘柄※1の約45%、健康経営優良法人 ホワイト500※2のおよ
そ４社に１社でも活用いただき、健康経営に貢献しています。さらに、この導入実績が、417万人もの従業員データを保有。

※   2023年度ホワイト500認定法人のデータ、2022年4月～2 0 23年 3月の取引実績より算出

※1 東京証券取引所の上場会社の中でも、東証が定める財務指標と自己資本利益率・情報開示

など経営状態の健全性要件をクリアした企業が候補となり、健康経営の観点から投資先と

しての魅力に優れた企業が選出される。

※2  上場有無にかかわらず、経済産業省が定める健康経営度調査へ回答した法人のうち、優良

な健康経営を実践している上位500までの企業

※3 メンタリティマネジメント事業・健康経営事業の利用者数と休業者・復職者支援サービス

の利用者数の合計。 (2023年３月末 )

導入実績 2,950 社 年間利用者数 417 万人
※3
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事業概要 ｜ 全体像

メンタリティ
マネジメント

事業

就業障がい者
支援事業

リスク
ファイナンシ

ング
事業

両立支援事業

健康経営
事業

LTD事業

メンタリティ
マネジメント

事業

メンタル・フィジカルの傷病、育児・介護休業など全ての休業種類
に対応した休業者・復職者の情報や、必要な諸手続きの進捗状況な
どを一元的に管理するクラウドサービス「休業者管理業務支援シス
テム」で、煩雑な管理業務を大幅に効率化します。また、オンライ
ンリワークプログラムやがん治療と仕事の両立における労使双方を
サポートプログラムで従業員が治療等と仕事の両立ができるよう支
援しています。

従業員が病気やケガにより長期間働けなく
なった際に最長定年まで給与の一定割合を補
償する保険、GLTD（団体長期障害所得補償
保険）を企業や労働組合等を通じて従業員に
提供。当社が代理店としてGLTDを提供して
いる団体に対して、保険金請求手続き事務を
行っています。

がん保険をはじめ、個人や
個人が働く場である企業の
抱えるリスクに対してより
良い保障あるいはスキーム
の保険商品を提案。保険加
入や保険の見直しのサービ
スを提供しています。

個と組織の状態を把握するストレスチェックやエンゲー
ジメントサーベイ、パルスサーベイから得られるデータ
を基に分析し、課題を「見える化」。企業が抱える現状
の課題と目指すべき方向性に応じて、総合的なメンタル
ヘルス対策・エンゲージメント向上対策を提案します。

メンタルヘルスに対応できる専門チームが、法
定・法定外の産業保健業務をトータルサポート
する「産業医・保健師サービス」や、健康診断
の予約から結果管理、産業保健スタッフとの連
携までの業務をシステム化した「健診管理シス
テム」を提供しています。

３本のメイン事業を中心に、メンタリティマネジメント事業、健康経営事業、LTD事業、
両立支援事業、リスクファイナンシング事業、5つの事業セグメントを展開

リスク
ファイナン

シング
事業
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長年の調査研究に基づく豊富な知見とデータベースを活かし、DXプラットフォームと多彩なソリューションを提供。
事業セグメントを超えたクロスセルで、ウェルビーイングにまつわるあらゆる人事課題を解決。

当社の強み

メンタルヘルス・エンゲージメント 健康経営・フィジカルヘルス 両立支援

アドバンテッジ ウェルビーイングDXP 人事上の主要データを一括して可視化し、課題抽出～解決までのPDCAを実現。

データ化

・分析

教育

個人 施策

組織 施策

メンタルヘルス研修

健康経営コンサルティング

組織開発

コンサル

ティング

オンライン健康セミナー

産業医・保健師サービス

ストレスチェック/エンゲージメントサーベイ起点の組織開発総合プログラム

パルスサーベイ

ストレス耐性が

分かる

採用適性検査

睡眠改善アプリ

健診予約・結果管理システム 休職者管理システム

eラーニングサービス

特定保健指導

団体長期障害所得補償保険

オンライン

リワークプログラム

スマートライフ

プログラム

カウンセリング

アラインメント

強化ツール

人的資本コンサルティング

Career & Baby

育児と仕事の

両立支援サービス
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02 全社業績
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全社業績 | 連結業績サマリー

売上高は増収 YoY +9.9%

◼ 各事業ともに堅調に推移するも計画に遅れ

◼ ストック収益が順調に増加。新規サービスの売上拡大

には遅れ

営業利益は増益 YoY +44.1%

◼ 前年同期比では大幅に改善するもピーク時水準との乖

離縮小に遅れ

連結範囲変更 新規子会社 2社

◼ 第１四半期よりここむ株式会社、第２四半期より

Resi ly株式会社を連結の範囲に含んでおります

※  E B I T D A = 営 業 利 益 + 減 価 償 却 費 ＋ の れ ん 償 却 費

FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売上高 4,549  5,000  + 9.9%  

EBITDA 586  772  + 31.6%  

営業利益 196  283  + 44.1%  

（利益率） 4.3%   5.7%   + 1.3pt   

経常利益 181  295  + 62.8%  

（利益率） 4.0%   5.9%   + 1.9pt   

親会社株主に帰属する

当期純利益
96  195  + 102.2%  

（利益率） 2.1%   3.9%   + 1.8pt   

(百万円)
YoY
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全社業績 | 売上高推移（第３四半期累計）

ストック型収益は増加継続

Q3累計で二桁成長には届かず

◼ 「アドバンテッジ タフネス」シリーズ、「健診管

理システム」などストック型サービスの新規顧客の

獲得は増加を継続

一方で、「アドバンテッジ ウェルビーイング

DXP」の有料化、 「ADVANTAGE HARMONY」

の新規開拓については増収計画に遅れ

フロー型収益も伸長

ソリューション売上は期初来の

低調から脱せず
◼ オプション販売や初期導入売上などの増加でフロー

収益も伸長

一方で、メンタリティマネジメント事業のソリュー

ション売上は引き続き低調

※

※ 保険手数料収益(ストック型)はLTD事業およびリスクファイナンシング事業の収益

+11.7%

+5.8%

+9.5%

YoY

+9.9%
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注1：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分。

Q１ Q２ Q３ Q４

全社業績 | 事業別売上高 四半期別年度推移

主要事業は各事業ともに

増収を継続

計画に対しては遅れも

◼ メンタリティマネジメント事業はタフネス

シリーズの売上が好調に推移。新規連結子

会社ここむ社の買収効果も。 一方でQ1、

Q2に続き、ソリューション売上は低調

◼ 健康経営事業は引き続き伸長。一部サービ

スの拡大には遅れ

◼ LTD事業は堅調に推移

◼ 両立支援事業は高成長を維持。契約の後ろ

倒しなどにより、計画進捗には遅れ

YoY

+9.6%

YoY

+7.5%

YoY

+12.3%
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全社業績 | 事業別営業利益 四半期推移（第３四半期累計）

利益面が改善し、

増益も計画未達成

◼ コストの増加は抑えられている

◼ 両立支援事業の赤字が縮小

注：全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

注：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分しております。

連結営業利益

YoY

+44.1%

営業利益率 

4.3%

5.7%
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全社業績 | コスト推移（第３四半期累計）

ソフトウェア償却費は増加も

コスト増は抑えられている

人件費 +161百万円

• 報酬制度改定による従業員の賃金アップ。

• 子会社の増加による影響 76百万円

ソフトウェア償却費 +128百万円

• 足元では投資は落ち着いてきているものの、償

却費は前年同期比で増加

マーケティング費用 △49百万円

• 投資対効果を重視。

• リード獲得や案件創出は順調

健康経営事業における変動費(原価) +72百万円

• 健康経営事業の成長により増加

※  健 康 経 営 事 業 に お け る 変 動 費 ( 原 価 ) は 、 産 業 医 ・ 保 健 師 へ の 業 務 委 託 費 用 お よ び 健 診 管 理 サ ー
ビ ス の シ ス テ ム 提 供 会 社 へ の 業 務 委 託 費 用 。

YoY コスト増加率 

+14.3
+9.3%

+8.4%
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◼ システム投資は足元、落ち着いてきているものの償却費

は増加

◼ 「アドバンテッジ  ウェルビーイング  DXP」の運用費や

社内BPR推進関連のシステム費用が増加

全社業績 | コスト-ソフトウェア償却費およびシステム関連費用 増減要因（前年同期比）

オペレーションシステム増強

単位：百万円

顧客管理システム(CRM)の
再構築によりライセンス費用が増加
一時的に新旧ダブルコストが発生

DXPやpdCaの本格運用開始による運用費

単位：百万円

HARMONY
法改正対応など
継続的なバージョンアップ

ソフトウェア償却費 システム関連費用

DXP 継続的なバージョンアップ
タフネス サポートツール開発など各システム間の連携、
データ編集機能強化

期中追加取得のため

新システムへの切り
替え対応完了のため
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03
事業別の状況

(1)メンタリティマネジメント事業

(2)健康経営事業

(3)LTD事業

(4)両立支援事業

(5)リスクファイナンシング事業
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事業別の状況サマリー

事業 2023年 第３四半期の状況

- 全社 -
今後の成長に向け
た取組み

• 企業の課題解決に対して、総合提案によるアカウント営業を推進することにより効率的な営業活動

を引き続き展開しており、各事業の新規顧客獲得は順調。

• 物価上昇に伴う経費増や賃上げに伴う人件費増の商品・サービス価格への転嫁を推進 。契約更改の

タイムラグがあるため大きな効果は来期以降。

• 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」の有料化の進展と「ADVANTAGE HARMONY」の売

上伸長が見込を下回る。

メンタリティマネ
ジメント事業

• 「アドバンテッジ タフネス」は新規契約の獲得が好調に推移した一方で、「アドバンテッジ ウェ

ルビーイング DXP」の導入先拡大は見込を下回る。

• 新規連結子会社ここむ株式会社およびResi ly株式会社の経営成績は当セグメントに含む。

• EQ(感情マネジメント力)向上研修、採用適性検査「アドバンテッジ インサイト」を始めとしたソ

リューション関連の売上が低調。

• システム投資に伴う償却費など費用負担が増加したことにより減益。

健康経営事業
• 「健診管理システム」の新規導入契約が好調に推移。

• 「産業医・保健師サービス」の新規契約、スマートライフプログラム（特定保健指導）の利用率が

想定を下回る。

LTD事業
• 市場は引き続き成長。売上高は堅調に推移。

• 競争力強化や業務効率化を目的としたシステム増強により費用が増加するも増益。

両立支援事業

• 育児・介護休業法改正施行後の対応ニーズによる追い風もあり「ADVANTAGE HARMONY」のパ

イプラインは引き続き堅調に増加も、導入時期の後ろ倒しもあり、進捗に遅れ。

• 復職支援プログラム「eRework」もニーズは高いが新規導入は見込を下回る 。
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メンタリティマネジメント事業 業績サマリー

売上高は前年同期比+7.2%

新規契約が好調に推移し、

ストック型収益が増加。

ソリューション拡大に課題

◼ 新たに連結子会社となったここむ社の売上も業

績に寄与。Q2、Q3に収益計上が集中しているた

め、Q4には課題。

◼ オプション販売などが堅調に推移しフロー型収

益が増加も、採用・EQ関連サービスを始めとし

てソリューション売上が低調。

◼ 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」の継

続的なアップデートなどに伴うソフトウェア償

却費など費用が増加し減益。新たに連結子会社

となったResi ly社はのれん償却などコスト負担

も増加。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。

売 上 高 推 移 セ グ メ ン ト 利 益 推 移

FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 2,780   2,979   + 7.2%   

費 用 2,356   2,576   + 9.3%   

セ グ メ ン ト 利 益 423   403   △ 4.8%   

営 業 利 益 106   98   △ 7.6%   

単位(百万円)
YoY
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メンタリティマネジメント事業 商品別売上高推移

◼ 「アドバンテッジ  タフネス」は新規契約の獲得が好調に推移し伸長。新たに連結子会社となったここむ社の売上貢献もあり

伸長。ここむ社の売上計上はQ2、Q3に偏重しており一時的な押上げ効果という側面もあり、Q4は効果は少ない傾向

Q１ Q２ Q３ Q４

※  本 体 ： ス ト レ ス チ ェ ッ ク 本 体 （ タ フ ネ ス シ リ ー ズ ・ こ こ む ） お よ び ウ ェ ル ビ ー イ ン グ  D X P / p d C a / R e s i l y な ど の シ ス テ ム 利 用 料

+4.3%

+37.2%

▲6.8%

YoY

+3.4%

+8.8%

+34.6%

▲6.9%

YoY

+7.2%

YoY

+10.4%

+6.8%

+20.8%

+1.2%
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メンタリティマネジメント事業 ソリューション売上高推移

◼ 採用適性検査「アドバンテッジ  インサイト」は回復基調も依然苦戦、「研修・コンサルティング」は比較的堅調も「EQ関

連」は引き続き低調で推移するなどソリューション全体で大きく見込を下回り、苦戦が続く

Q１ Q２ Q３ Q４

+13.1%

▲3.5%

▲17.6%

YoY

▲6.8%

0.0%

▲29.7%

+2.0%

YoY

▲6.9%

YoY

＋1.2%

+5.7%

▲24.4%

+12.0%
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健康経営事業 業績サマリー

売上高は前年同期比+20.2%

企業の健康経営推進ニーズ、

健診データのデジタル化トレンドで

引き続き高い成長率も一部のサービス

の計画進捗に遅れ

◼ 健診データのデジタル化推進ニーズで「健診管

理システム」は新規顧客の導入が好調に推移。

◼ 「産業医・保健師サービス」は堅調に推移も新

規の契約獲得は苦戦で伸びが鈍化。

◼ スマートライフプログラム（特定保健指導）の

利用率が想定を下回る。

◼ 事業拡大に伴う人件費など固定費が増加し減益。

売 上 高 推 移 セ グ メ ン ト 利 益 推 移

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。

FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 623   749   + 20.2%   

費 用 607   734   + 20.9%   

セ グ メ ン ト 利 益 16   15   △ 5.0%   

営 業 利 益 △ 42   △ 51   ー

単位(百万円)
YoY
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健康経営事業 商品別売上高推移

◼ 「産業医・保健師サービス」は新規契約獲得苦戦で伸びが鈍化

◼ 「健診管理システム」は新規導入が好調に推移

産業医・保健師サービス 健診管理システム

注：健康経営事業には下記の他、特定保険指導やオンライン健康セミナー、アドバンテッジスリープの売上高が含まれております。
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LTD事業 業績サマリー

売上高は前期比+8.8%

◼ 売上高は引き続き堅調。

◼ 競争力の強化や業務効率化など保険契約管理シス

テムを刷新したことに伴い償却費増加など費用が

増加。セグメント利益は増益。

売 上 高 推 移 セ グ メ ン ト 利 益 推 移

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。

FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 798   868   + 8.8%   

費 用 597   611   + 2.3%   

セ グ メ ン ト 利 益 200   256   + 28.2%   

営 業 利 益 100   156   + 55.2%   

単位(百万円)
YoY
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LTD事業 売上高四半期推移

◼ 新規契約は引き続き堅調に推移。顧客企業の定年延長に伴う補償拡大など、既存の売上が大幅伸長

Q１ Q２ Q３ Q４

YoY

+2.7%

YoY

+7.9%

YoY

+15.3%
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両立支援事業 業績サマリー

売上高は前年同期比+55.0%

新規契約が順調に増加、赤字幅も縮小。

一方で導入時期の後ろ倒しもあり

進捗に遅れ

◼ 新規契約の獲得は順調でストック型収益も着実に伸

長も導入時期の遅れも発生。

◼ 「eRework」もニーズは高いが新規導入は見込を下

回る。

◼ 一定レベルのシステム改修など投資は継続するも効

率的なオペレーション業務体制の維持などコスト増

は抑制。利益面も改善し赤字幅縮小。

売 上 高 推 移 セ グ メ ン ト 利 益 推 移

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。

FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 118   183   + 55.0%   

費 用 224   223   △ 0.5%   

セ グ メ ン ト 利 益 △ 106   △ 40   ー

営 業 利 益 △ 127   △ 62   ー

単位(百万円)
YoY
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両立支援事業 「ADVANTAGE HARMONY」の導入状況、売上高推移

契約社数推移

◼ 新規契約社数は順調に増加も導入時期の遅れも発生。利用料（ストック型収益）は着実に伸長

注1：契約社数は『ADVANTAGE HARMONY』 での契約のみ、『eRework』(注2)単体導入企業および『HARMONY lite』(注3)での契約社数は含んでおりません。
注2：『 eRework 』は、オンラインで気軽に受けられる復職支援プログラム。
注3：『HARMONY lite』は、『ADVANTAGE HARMONY』の機能を一部に限定したエントリーモデルとなります。

売上高推移

利用料（ストック型収益）

初期導入など

eRework/lite
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FY2022 FY2023

Q3 累計 Q3 累計

売 上 高 229   219   △ 4.5%   

費 用 51   57   + 12.8%   

セ グ メ ン ト 利 益 178   161   △ 9.4%   

営 業 利 益 159   143   △ 10.0%   

単位(百万円)
YoY

リスクファイナンシング事業 業績サマリー

売 上 高 推 移 セ グ メ ン ト 利 益 推 移

売上高は前年同期比△4.5%

概ね計画どおり

◼ 保険募集がやや低迷で減収も概ね計画通り。

◼ 効率的なオペレーション業務体制維持によりコ

スト抑制に努めるも人件費など費用が増加し減

益。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た 後 の 利 益 と な り ま す 。

（ ※ ） 「 全 社 費 用 」 は 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 。
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04 トピックス
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目次

1. 大手企業への当社サービス導入に関する進捗

2. 新サービス・新パッケージのリリース
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大手企業への当社サービス導入に関する進捗 － 第１四半期（再掲）

「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」等、大手企業が当社主力サービスを導入
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大手企業への当社サービス導入に関する進捗 － 第２四半期（再掲）

「アフラック生命保険」「住友生命保険」など、大手企業への導入が継続
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大手企業への当社サービス導入に関する進捗 － 第３四半期

当社の主力サービス「アドバンテッジ タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を通じて、ローム社の健康経営実現を支援

当社サービス導入の目的

サーベイの集約によって課題把握の効率化を行い、実質的
な健康経営を実現させることを目的として、当社の「アド
バンテッジ タフネス」「アドバンテッジ ウェルビーイング 
DXP」を導入 。

評価いただいているポイント

① サーベイの一本化により課題把握の効率化につながる
② 従業員個人へのアプローチ機能が充実しており、セルフ

ケアの意識を醸成できる
③ DXプラットフォームでのデータ集約により、分析の深

化を図ることができる
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（参考）アドバンテッジウェルビーイングDXP － 全体像

ダッシュボード

従業員リスト

データ集計/分析

＋各データ詳細閲覧

課題登録

ストレスチェック (メンタルヘルス・生活習慣)データ パルスサーベイ健康診断データ※ 休職者データ勤怠データ※

KING OF TIME

データ活用支援

改善アドバイス/動画

おすすめコンテンツ

個人に対する支援

各データの個人結果

管理者（人事・産保スタッフ・現場管理職）向け画面 従業員向け画面

ア
ド
バ
ン
テ
ッ
ジ

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グD

X
P

個人へ Solution

※：提携システムのほか、貴社保有データもアップロード可能

組織へ Solution

ウェルビーイングの

セルフマネジメントを支援

従業員のウェルビーイング

環境を支援



35© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

大手企業への当社サービス導入に関する進捗 － 第３四半期

復職者本人から復職者の受け入れ先まで、包括的なメンタルヘルス対策強化を目的として、ファミリーマート社が「eRework」を導入

当社サービス導入の目的

休業から復職する本人へのメンタルヘルス対策の強化に加
えて、復職者の受け入れ先の対策強化も目的として、当社
の「eRework」を導入。

評価いただいているポイント

① 休業者本人のメンタルヘルスの基礎知識習得と再発防止
につなげられるeRework

② 復職者受け入れ先の体制整備としての管理職向け
e-leaning

③ メンタルヘルス不調の未然予防にも活用できる認知行動
療法に基づいたe-leaning
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eRework（イーリワーク）－ サービス概要

時間・場所的制約のないリワークプログラム

認知行動療法×回復状態が分かるプログラムと職場の受入体制づくりで再発を予防

Powered by

３週間のオンラインリワークプログラム

16.3%

38.3%
1 2 3 4 5

復職時の受け入れ体制に関する検討 …41.8%

対象従業員の休職中のフォロー体制に関する検討 …37.6%

対象従業員が関わっていた業務の停滞 …36.2%

精神科医監修の

ワークプログラム

回復状態の把握が容易に

受入に向けたeラーニング学習が可能に

GPSを用いた

移動訓練

認知行動療法

に基づくe-learning

カウンセラー

による面接

リアルタイム共有の

生活リズム表

回復状態の

スコアリングシステム

本人

ガンからの復職を

支援するプログラム

eRWPもご利用可能！

メンタルヘルス不調による休職者発生を受け、「仕事が増えた」と感じますか？ メンタル不調による休職者発生を受け、会社にとってどのようなことが負担になると思いますか？

Data アンケート調査結果：メンタルヘルス不調による休職者発生を受けて… ※2022年3月実施「休業者管理意識調査」」*N=618 より

54.6％の担当者が

「仕事が増えた」と感じている

人事

上司
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目次

1. 大手企業への当社サービス導入に関する進捗

2. 新サービス・新パッケージのリリース
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産業保健スタッフのオンラインコミュニティ「さんぽLAB」の広告サービス提供開始

さんぽLABの口コミ拡散力を活かし、広告サービスによって産保スタッフ向けプロモーションを支援

さんぽLABの3つの特徴

• 以下の3つを主な特徴として、2023年5月に開設
① 産業保健スタッフ交流の場
② 現場で役立つ充実のコンテンツ
③ 産業医・産業看護職の非公開求人

• 開設から半年で、登録者数が2,000名を突破

広告サービスの概要

• 月間アクティブユーザ率の高さや新規登録者の多さから、
情報の拡散も支援できると考え、広告サービスの提供を
新たに開始

• 産保スタッフ向けのイベントや情報提供を行いたい企業
や団体を対象に 当サービスの提供を行う

① バナー広告
② ターゲティングPR
③ イベント集客支援
④ アンケート配信
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ADVANTAGE HARMONYの「社労士パッケージ」提供開始

社労士事務所向けの社会保険手続き支援ツールとして、 「ADVANTAGE HARMONY」の「社労士パッケージ」提供を開始

新パッケージ開発の背景

• 育児・介護休業法の改正を受けて育休取得者が増加する
中、企業と社労士事務所間のやり取りは依然として非効
率な状況

• このような背景を受けて、社労士法人(※)のご協力を得
て、社労士事務所とそのクライアント企業をワンストッ
プでつなぐ「社労士パッケージ」を開発
※ OURS小磯社会保険労務士法人様と社会保険労務士法人パーソネル

ワークス様

社労士パッケージで利用できる機能

① 社会保険手続きに特化したTODOリスト作成機能
② 企業・休業者とのコミュニケーション機能
③ 各種申請機能
④ 各種資料の受け渡し
⑤ 大手社会保険労務システムと連携しやすいデータベース
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（参考）ADVANTEGE HARMONY － サービス概要

休職中の手続き/対応～復職支援・再発防止まで、システムで包括管理。人的資本情報開示・育休法改正への対応も効率化。

企業管理ページ 休業者マイページ

チャットでやりとり。

システム上で

休業に関する申請が

できるように。

一斉お知らせや

個別案内書類も

システム内に集約。

休業中のタスクも

リマインダーで

漏らさせない。

貴社就業規則に基づき

休業者スケジュール

を自動計算。

TODOリストを

自動生成。

リマインド機能も。

面談記録を登録可能。

やりとりした書類も

システムに自動保管。

健康経営度調査票等、

各種書類に必要な

データを簡単集計。

さらに、オンラインでのリワークプログラムもオプションとして利用可能
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免責事項

本資料に含まれる計画、見通し、戦略その他の将来に関する記述は、本資料作成日時点におい

て当社が入手している情報および合理的であると判断している仮定に基づくものであり、さま

ざまなリスクおよび不確実性が内在しています。

そのため実際の業績などは、経営環境の変動などにより、当該記述と著しく異なる可能性があ

り、正確であるという保証はありません。

また、本資料に記載されている当社および当社グループ以外の情報は、一般に公知の情報に依

拠したものであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。

その他、本資料に記載されている会社名、商品名等は、一般に各社の商標または登録商標です。
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